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「輸送・貯蔵専門調査会」２０１５年度会員募集について 

 

２０１５年５月 

一般社団法人 日本原子力産業協会 

 

当協会は、産業基盤強化活動として、「輸送・貯蔵専門調査会」を設置して、専門分野に

関する情報の共有化、業界の相互交流の場を提供し、輸送・貯蔵関連産業の育成・発展を

図るための業際活動を実施いたしております。具体的には定例会において、講演、パネル

討論、施設見学および意見交換を実施いたしております。 

 つきましては、各種関連業務に従事される方々におかれまして、多数ご参加下さいますよ

うご案内申し上げます。 

 

○会員募集要綱 

１． 趣旨 別紙－１ 
※参考資料に活動実績を添付します。 

 

２．調査会年会費：１名につき（消費税８％を含む） 

日本原子力産業協会の会員企業・機関にご所属の方････１４０，４００円 

（準会員：２１，６００円） 

上記以外の方･･････････････････････････････････････････２８０，８００円 

（準会員：４３，２００円） 

同企業・機関にご所属の２人目からは、準会員制度の適用があります。 
 
年会費は、定例会合費、資料代等活動の運営に充当します。 

ただし、施設見学会等の特別な費用は除きます。 

 

３．お申込み  

以下の５項目について下記問い合わせ先まで、メール等にてご連絡下さい。 

 

①（ご登録者）氏名・フリガナ 

②会員の種類（正会員もしくは準会員） 

③連絡先（会社（団体）名、住所、電話、FAX、E-mail） 

④請求書送付先（※上記連絡先と異なる場合にご記入下さい） 

⑤ご希望の講演テーマ・講演者、施設見学先（※ご意見・ご要望等がございましたら、ご記入下さい） 

 

４．問い合わせ先 

一般社団法人 日本原子力産業協会 地域交流部 

〒１０５-８６０５ 東京都港区虎ノ門１-２-８ 虎ノ門琴平タワー ９階 

TEL:０３－６８１２－７１０２  FAX:０３－６８１２－７１１０ 

E-mail:yschosakai@jaif.or.jp 

以 上 
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 (別紙－１) 

 

「輸送・貯蔵専門調査会」について 

 

趣旨： 

 放射性物質輸送は、原子力開発利用の進展にともない多種・多様化している。特に近年

では、使用済燃料の中間貯蔵、MOX 燃料製造、原子炉廃止措置など諸情勢の新展開に

対し、所要の機器やシステムの研究開発および技術的対応、規格基準の整備など、適確

に対応していくことが求められている。さらにこれらは、国際標準や国際条約の要件を満た

すことも必要である。また、燃料、廃棄物の貯蔵とのインターフェイスが重視され、システム

としての技術開発も重要となっている。 

「輸送・貯蔵専門調査会」は、原子燃料物質等の輸送および貯蔵に関する研究・技術開

発動向、ならびに関連法令や技術基準の国際動向などの現状および将来見通し、課題・対

策などに関して、講演、パネル討論、関連施設の見学および意見交換を通じ、専門情報の

提供・交流を行い、産業界の発展に資することを目的とする。 

 

 

【コーディネータ】 

 有冨 正憲   東京工業大学 名誉教授， 産学官連携研究員 

 

【副コーディネータ】 

伊藤 大一郎 原燃輸送(株) 設計開発部 規格基準ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

 

【活動内容】 

参加会員から希望テーマ（講演・見学先）の提案を受けた上で、それに基づき企画

し、年間７回（２０１５年７月から１年間）程度の定例会合を実施する。テーマは、半

期ごとに幹事会にて検討し、会員にお知らせする。 

 

【テーマの例】 

① IAEA を中心とする国際動向および国内法令、規則等の改定動向 

② 国内および海外における使用済燃料の中間貯蔵、原子燃料物質の輸送の現状

と将来の課題 

③ 学会、および民間基準策定の動向と課題  

④ 原子燃料サイクル施設と輸送問題の検討 

⑤ 廃炉や設備更新に伴う大型放射性廃棄物や大量の放射性廃棄物の処分に関す

る輸送の課題等 

⑥ 地震に伴う原発事故の現状と今後の取組み 
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(参考資料) 

２０１４年度の活動実績 

  （敬称略） 

No. 開催日 テーマ 講演者 

第 63 回 

2014-1 
７月 15 日 

①核燃料物質等車両運搬規則等の改正について

②海外での PA 活動 

③近年の海外での輸送トラブル 

④原子力人材育成ネットワークについて 

吉山 賢司 (国交省) 

小松  隆（ORC） 

伊藤  大一郎(原燃輸送) 

木藤 啓子（JAIF） 

第 64 回 

2014-2 
９月２日 

①使用済核燃料貯蔵の基礎 

②使用済み燃料貯蔵の世界の動向 

-アメリカにおける動向 

③使用済み燃料貯蔵の世界の動向 

-欧州における動向 

三枝 利有(電中研) 

亘  真澄（電中研） 

 

石川 智之（CTC） 

 

第 65 回 

2014-3 

10 月 9 

～10 日 

見学会 

 リサイクル燃料貯蔵（株） 

 リサイクル燃料備蓄センター 

リサイクル燃料貯蔵㈱概要説明

リサイクル燃料備蓄センター見

学 

第 66 回 

2014-4 
12 月 16 日 

①放射性物質輸送関連国内規則の改正について

（平成 27 年 1 月施行） 

②確率論的リスク評価（PRA）の概要／リスク情

報活用と規制運用 

③福島・除染廃棄物輸送について 

広瀬 誠（東工大） 他 

 

桐本 順広（電中研） 

 

高橋 忠克（原燃輸送） 

第 67 回 

2014-5 
２月 17 日 

①東電福島事故から学ぶ ―レジリエンスエンジ

ニアリングの観点から― 

②余裕深度処分対象廃棄体の製作要件及び検

査方法 ―日本原子力学会標準案について― 

③2015 年 IAEA 輸送規則見直しサイクルについ

て 

吉澤 厚文（原燃輸送) 

 

都筑 康男（原安進） 

 

近内 亜紀子（海技研） 

 

第 68 回 

2014-6 
３月 24 日 

①原子力安全規制のあり方－法学的観点から 

②日米原子力協定について 

櫻井 敬子（学習院大学） 

遠藤 哲也（元ｳｨｰﾝ代表部大使） 

第 69 回 

2014-7 
５月 26 日 

①福島第一原子力発電所 使用済燃料プールか

らの燃料取り出しについて 

②使用済燃料中間貯蔵施設の現状 

③最近の欧州の原子力動向 

徳森 律朗(東京電力) 

 

高橋 雅彦（ﾘｻｲｸﾙ燃料貯蔵） 

小林 雅治(JAIF) 
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２０１３年度の活動実績 

   （敬称略） 

No. 開催日 テーマ 講演者 

第 56 回 

2013-1 
７月 9 日 

①INFCIRC/225/Rev.5（輸送関係）について 

②乾式キャスク貯蔵に関する世界的動向 

 －長期貯蔵－ 

③最近のIAEA輸送安全ユニットの活動 

桶谷 光洋 (JAEA)  

三枝 利有 (電中研) 

亘  真澄 (電中研) 

近内 亜紀子 （海技研） 

第 57 回 

2013-2 
９月 17 日 

① IAEA 輸送環境技術会合報告 

②原子力学会標準 輸送容器の安全設計・

検査基準改定について 

③福島第一原子力発電所における乾式貯蔵キ

ャスクの点検・メンテナンス結果 

広瀬 誠 （元・原燃輸送) 

溝渕 博紀(ｵｰ・ｼｰ・ｴﾙ) 

 

海老原 稚典（東京電力） 

第 58 回 

2013-3 

10 月 17 

～18 日 

見学会 

 東京電力（株）福島第一原子力発電所 

免震重要棟見学および１F 構

内 専 用 バス車 中 からの見 学

（乾式ｷｬｽｸ仮保管設備、多核

種除去設備、１～４号機外観

他） 

第 59 回 

2013-4 
12 月 10 日 

①PATRAM2013 全体概要報告 

②PATRAM2013 詳細報告 

田中 ゆかり（原燃輸送） 他 

 

第 60 回 

2013-5 
２月４日 

①リサイクル燃料備蓄センターの状況について

②TRANSSC27 報告 

③福島廃棄物関連状況 

高橋 雅彦（ﾘｻｲｸﾙ燃料貯蔵） 

伊藤 大一郎（原燃輸送） 

鈴木 浩（三菱総研） 

第 61 回 

2013-6 
３月 18 日 

①使用済燃料輸送ｷｬｽｸの共同開発とその意義 

②研究炉使用済燃料の航空輸送 

③研究炉使用済み燃料等の輸送 

 

大橋 正雄 （JANSI） 

広瀬 誠 （東工大） 

塙 信広（JAEA） 

磯西 信一（住友商事） 

第 62 回 

2013-7 
５月 13 日 

①福島第一原子力発電所使用済み燃料プール

からの燃料取り出しの取り組み状況について 

②輸送物過酷試験について 

③輸送物の外部環境による影響について 

徳森 律朗(東京電力) 

 

伊藤 千浩（電中研） 

松本 光郎（原燃輸送) 
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２０１２年度の活動実績 

   （敬称略） 

No. 開催日 テーマ 講演者 

第 49 回 

2012-1 
７月 10 日 

①Ramtransport2012 報告 

 

②日米輸送セキュリティ机上演習報告 

 

③福島の現状‐被災者による復興への試み‐ 

三枝 利有（電中研） 

田所 昇(JAEA)  

野坂 明信（原燃輸送） 

半谷 輝己（たむらと子どもたち

の未来を考える会） 

第 50 回 

2012-2 
９月 11 日 

①関西電力におけるストレステストおよび地震・

津波対策について 

②東日本大震災による女川原子力発電所被

害状況の概要および更なる安全性向上に向

けた取り組み 

③IAEA 安全基準の見直し状況について 

林 昭宏（関西電力） 

 

小保内 秋芳(東北電力) 

 

広瀬 誠(原燃輸送) 

第 51 回 

2012-3 

10 月 25 

～26 日 

見学会 

 日立造船（株）有明工場 

キャスク・キャニスタ工場、圧力

容器工場、舶用原動機工場、

造船工場、造船ドック等の見

学 

第 52 回 

2012-4 
12 月６日 

①海上技術安全研究所における輸送リスク評

価の取り組み 

②サイト外の除染に伴う放射性廃棄物と輸送－

汚染水の除染実証試験－ 

望月 宙充（海技研） 

平尾 好弘（海技所） 

有冨 正憲（東工大） 

 

第 53 回 

2012-5 
２月７日 

①放射性医薬品・ＲＩ輸送の現状と課題 

②放射性物質の輸送・貯蔵に係る温故知新 

③台湾における使用済燃料貯蔵 

 

中村 伸貴（ＲI 協会) 

志村 重孝（東工大） 

竹田 浩文（電中研） 

 

第 54 回 

2012-6 
３月 21 日 

①福島第一原子力発電所の使用済燃料管理

計画について 

②原子炉解体により発生する低レベル放射性

廃棄物の概要 

③フクシマ後の世界の原子力動向 

松本 光郎（東電） 

 

苅込 敏（原電） 

 

小林 雅治（JAIF） 

第 55 回 

2012-7 
５月 16 日 

①原子力規制委員会及び核燃料輸送物等の安

全規制について 

②金属キャスク構造規格について 

③ウィーンの国際機関動向と周辺国の原子力

事情見聞 

緑川 和徳(原子力規制庁) 

 

清水 仁(日立GE) 

北村 隆文（JAEA） 

  


